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先月は腎臓の働きについてお話しましたが、cKDという病
気をご存知でしょうか ?CKDと は「慢性腎臓病」のことであ

CKDは初期には自覚症状がほとんどないため、健診などで腎臓や蛋白尿
の異常を指摘されたまま、放置しておくと知らぬ間に病気を進行させてしま
います。腎臓は一定のレベルまで悪化すると、自然に治ることはありません。
進行すると、むくみ・貧血・倦怠感・息切れ等の症状が現れ、最終的には透
析や腎移植が必要となります。透析は1回 に数時間かかる治療を、過に2.3回
継続していかなければならず、生活パターンの調整や、食事・運動の制限も
必要です。そのため仕事や日常生活に大きな負担となってしまいます。

またCKDは脳卒中や心筋梗塞などの心血管系の病気発症のリスクも高く
することも分かってきました。cKDは生活習慣の改善、薬物治療により進
行を抑えることが可能になっています。健診での早期発見 。早期治療をここ
ろがけましょう。
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